特定秘密保護法
二〇一四年十二月十日施行の特定秘密保護法という新しい法律があります。
どの国にも特別に秘匿すべき情報があります。自衛隊の武器の設計図や暗号、テロリスト等に関する情報提供者に関する情報などは公開するわけにはいきません。
わが国では、これまで、こうした「特別に秘匿すべき情報」を、政府内で「特別管理秘密」として、法律ではなく官房長官を責任者とする会議が定めた「カウンターインテリジェンス機能の強化に関する基本方針」に従って管理してきました。
しかし、この特別管理秘密には大きな問題がありました。その管理を定めている基本方針そのものが秘密とされ、公表されていませんでした。さらにその運用は省庁ごとにばらばらで、例えば経済産業省は、特別管理秘密として何を指定したかも明らかにせず、また、外務省は、「外交機密文書等」を「特別管理秘密」として取り扱うと定めて、その具体的な内容は公開してきませんでした。
特別管理秘密への指定は、各省の局長など官僚が、大臣に知らせることなしに行うこともできましたし、その際、何年間特別管理秘密として指定できるのかルールがありませんでした。
国家として秘密の管理は重要ですが、これまでのこうした「特別管理秘密」のやりかたには民主国家として問題があったと私は思っています。
特定秘密保護法という法律を制定することによって、防衛、外交、スパイ、テロに関する情報だけが秘密として指定できることになりました。特定秘密の指定は大臣または行政機関の長が行うこととされ、その指定期間は五年間に限定されました。五年間を過ぎた特定秘密を再指定するためには、もう一度、それが秘密指定の必要があるかどうか検討されなければなりません。新しい法律ではこうしたルールが明文化され、世の中に公開されることになりました。
業務で秘密を扱うためには、必ず適性検査に合格していることが必要です。以前の「特別管理秘密」に関するルールでは、各省庁が本人の事前同意なしに適性評価を勝手に行っていました。特定秘密保護法では、法律に基づいた適性評価を本人の同意を得て実施し、その結果に対する異議申し立てもできるようになっています。
こうしたことを考えると、法律にも基づかず、秘密の管理が行政府の中で完結してしまうこれまでの「特別管理秘密」の制度より、秘密の管理を法律に基づいて行う新制度のほうが民主的です。もし特定秘密保護法案が廃案になっていれば、特別管理秘密の運用が続いたわけですが、そのほうがよかったとは私は思いません。
特定秘密保護法についてのご質問で、一番多いのが民間人の処罰についてのご心配です。特定秘密保護法では、秘密を漏えいして処罰の対象になるのは、『適性評価を受けて特定秘密を取り扱う公務員』及び『特定秘密の提供を受ける適合事業者の従業員であって、適性評価を受けて特定秘密を取り扱う者(例えば潜水艦を建造する会社で設計図を目にする社員は本人の同意のもとに適正評価を受ける必要があります)』だけです。適性評価を受けてもいない国民が、秘密の漏洩で処罰されることはありません。そこは非常に明確です。
だからこの法律で処罰の対象になるのは特定秘密に携わる仕事をするために適性評価を受ける約六万人。一億二千万人の０．０５％だけです。
特定秘密保護法によって、原発事故に関する情報が出てこなくなると心配する声もありますが、特定秘密に指定できる情報は、いまだ公開されていない国の情報だけですから、警察等による警備に関する情報を除き、民間会社が経営する原子力発電に関する情報が特定秘密に指定されるということはありません。
特定秘密保護法にも改善を要するところはあります。しかし、これまでと違って法律に基づいて秘密を管理することになったのは大きな前進です。
貿易赤字の裏側
２０１４年上半期の貿易収支は、半期では過去最大の７兆５９８３億円の赤字になりました。
日経新聞は「燃料輸入の増加が主因」と分析し、産経新聞も「原発の稼働停止に伴う、火力発電用燃料の輸入額が高水準となるなど輸入が過去最大に」と解説しています。天然ガスの輸入量が増えて貿易赤字が増えているというように聞こえます。
この一年間の天然ガスの輸入量を四半期ごとにみてみましょう。

2013 　１月－　３月　2349.4万トン
2013 　４月－　６月　1991.3万トン
2013 　７月－　９月　2124.4万トン 

2013 １０月－１２月　2284.0万トン
2014 　１月－　３月　2373.4万トン
2014 　４月－　７月  2052.8万トン
２０１３年の第２四半期と比べ、２０１４年の第２四半期の天然ガスの輸入量は３％の増加です。

ところが同じ時期の天然ガスの輸入金額をみてみるとこうなります。

2013 　１月－　３月　1兆8300億円
2013 　４月－　６月　1兆6713億円
2013 　７月－　９月　1兆7055億円
2013 １０月－１２月　1兆8522億円
2014 　１月－　３月　2兆1139億円
2014 　４月－　７月  1兆7928億円
２０１３年の第２四半期と比べ、２０１４年の第２四半期の天然ガスの輸入金額は７％も増加しています。

福島第一原発の事故が起きた２０１１年と比較してみましょう。

年度 輸入量 輸入金額
2011 　8318.3万トン  　5兆4044億円
2012 　8686.5万トン  　6兆2141億円 
2013 　8773.1万トン  　7兆3428億円
２０１３年の輸入量は２０１１年と比べて５％の増加です。しかし、輸入金額は３６％も伸びています。
２０１１年３月、天然ガスの価格は＄１２．１８でした。当時の為替レートは１ドルが８１円７９銭だったので円建ての天然ガスの価格は９９６円２５銭になります。それに対して２０１４年５月の天然ガス価格は＄１７．７５、為替レートは１０１円７９銭。円建ての天然ガス価格は１８０６円７７銭。円建て価格は８１％上昇しました。
２０１４年上期の輸入量、金額を単純に２倍して２０１１年と比較してみると輸入量は６％の増加、輸入金額は４５％増えることになります。

新聞報道を見ていると、あたかも原発が停止したので天然ガスの輸入量が増えて、貿易赤字が膨らんだかのように思えます。しかし、事実は、天然ガス価格の上昇とそれに輪をかけた円安のおかげで円建てのガス価格が上昇し、貿易赤字が増えたのです。どの新聞を読んでも天然ガスの輸入量やその価格がどう推移したのか、まったくわかりません。

原発が停止しているから足元を見られて天然ガスのコストが上昇していると説明する人もいます。しかし、日本に輸入される天然ガスのほとんどは長期契約に基づくもので、価格は原油価格に連動すると定められています。確かにスポット価格で購入された天然ガスもあります。しかし、電力需要が増える夏にスポットで購入された天然ガスは、長期契約された天然ガスよりも安い価格で購入されています。ですから足元を見られて高く天然ガスを買わされているという説明は全く当たっていません。
客観的なデータに基づいて、現実的な議論をしていきたいと思います。
　
